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資料１

第1回検討会でのご指摘に関する資料



景気動向とマルチジョブホルダーの関係

○ マルチジョブホルダーの数は、有効求人倍率及び完全失業率ともに明確な関係を見いだすことはで
きない。

有効求人倍率との関係

（出典）･ 総務省統計局「就業構造基本統計調査」
･ 総務省統計局「労働力調査」
･ 厚生労働省職業安定局「一般職業紹介状況」

完全失業率との関係
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景気動向とマルチジョブホルダーの関係
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○ マルチジョブホルダーの数は、企業の倒産件数及び可処分所得ともに明確な関係を見いだすことは
できない。

倒産件数との関係

（出典）･ 総務省統計局「就業構造基本統計調査」
･ 総務省統計局「家計調査」
･ 東京商工リサーチ「全国企業倒産状況」

可処分所得との関係
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（参考１）景気動向とマルチジョブホルダーの男女別の関係
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有効求人倍率との関係 完全失業率との関係
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（出典）･ 総務省統計局「就業構造基本統計調査」
･ 総務省統計局「労働力調査」
･ 厚生労働省職業安定局「一般職業紹介状況」
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（参考２）パート・アルバイトとマルチジョブホルダーの男女別の関係
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（出典）･ 総務省統計局「就業構造基本統計調査」
･ 総務省統計局「労働力調査」
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出典：総務省統計局「就業構造基本調査」 6
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本業も副業も雇用者である労働者における男女別の本業の就業形態について

○ 本業も副業も雇用者である労働者数において、本業の就業形態は、パートが多くの割合を占めると
ともに調査ごとに増加している。男女別では女性が多い傾向がある。

※ 就業形態について「嘱託」及び「その他」を記載していないことから各就業形態数の合計と計欄は一致しない。

労働者数(単位：人） 構成比(単位：％）

総数
会 社 な ど
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平成14年

男 399,300 145,400 139,000 13,700 61,100 6,000 22,700 100.0 36.4 34.8 3.4 15.3 1.5 5.7

女 415,600 35,000 79,700 151,000 84,400 13,300 33,300 100.0 8.4 19.2 36.3 20.3 3.2 8.0

計(※） 814,900 180,400 218,700 164,700 145,400 19,400 56,000 100.0 22.1 26.8 20.2 17.8 2.4 6.9

平成19年

男 476,500 151,600 166,600 23,300 66,600 13,100 27,000 100.0 31.8 35.0 4.9 14.0 2.7 5.7

女 552,800 38,500 94,800 218,200 106,700 26,100 28,700 100.0 7.0 17.1 39.5 19.3 4.7 5.2

計(※） 1,029,200 190,200 261,400 241,500 173,300 39,300 55,600 100.0 18.5 25.4 23.5 16.8 3.8 5.4

平成24年

男 469,000 117,100 166,600 26,600 74,400 16,500 33,800 100.0 25.0 35.5 5.7 15.9 3.5 7.2

女 581,200 28,900 90,000 255,000 115,100 18,100 35,000 100.0 5.0 15.5 43.9 19.8 3.1 6.0

計(※） 1,050,200 145,900 256,700 281,600 189,500 34,600 68,700 100.0 13.9 24.4 26.8 18.0 3.3 6.5

平成29年

男 570,100 149,700 209,800 38,800 92,300 14,000 34,900 100.0 26.3 36.8 6.8 16.2 2.5 6.1 

女 717,700 42,000 114,200 311,900 136,000 33,800 41,200 100.0 5.9 15.9 43.5 18.9 4.7 5.7 

計(※） 1,287,800 191,700 324,000 350,700 228,200 47,900 76,100 100.0 14.9 25.2 27.2 17.7 3.7 5.9 



出典：総務省統計局「就業構造基本調査」 7

本業も副業も雇用者である労働者における男女別の年齢について

労働者数(単位：人） 構成比（単位：％）

総数 ～19 20～29 30～39 40～49 50～59
60～69
(60～）
（※）

70～ 総数 ～19 20～29 30～39 40～49 50～59
60～69
(60～）
（※）

70～

平成14年

男 399,300 7,700 67,900 64,000 68,300 94,400 96,900 100.0 1.9 17.0 16.0 17.1 23.6 24.3

女 415,600 12,500 100,100 77,100 107,300 84,400 34,300 100.0 3.0 24.1 18.5 25.8 20.3 8.3

計 814,900 20,200 168,000 141,100 175,600 178,800 131,200 100.0 2.5 20.6 17.3 21.5 21.9 16.1

平成19年

男 476,500 9,000 75,300 83,700 88,200 105,500 85,800 29,000 100.0 1.9 15.8 17.6 18.5 22.1 18.0 6.1

女 552,800 16,200 116,100 107,500 148,400 116,900 39,300 8,400 100.0 2.9 21.0 19.4 26.8 21.1 7.1 1.5

計 1,029,200 25,200 191,400 191,200 236,600 222,400 125,100 37,400 100.0 2.4 18.6 18.6 23.0 21.6 12.2 3.6

平成24年

男 469,000 7,000 71,600 88,000 93,700 87,500 89,600 31,600 100.0 1.5 15.3 18.8 20.0 18.7 19.1 6.7

女 581,200 16,200 95,800 104,100 158,900 137,600 61,900 6,700 100.0 2.8 16.5 17.9 27.3 23.7 10.7 1.2

計 1,050,200 23,200 167,400 192,100 252,600 225,100 151,500 38,300 100.0 2.2 15.9 18.3 24.1 21.4 14.4 3.6

平成29年

男 570,100 13,500 81,700 87,100 115,000 109,700 114,700 48,400 100.0 2.4 14.3 15.3 20.2 19.2 20.1 8.5

女 717,700 21,200 107,700 107,700 181,800 183,400 99,000 16,900 100.0 3.0 15.0 15.0 25.3 25.6 13.8 2.4

計 1,287,900 34,700 189,400 194,800 296,700 293,100 213,800 65,400 100.0 2.7 14.7 15.1 23.0 22.8 16.6 5.1

○ 本業も副業も雇用者である労働者数において、年齢別では40代の割合が高い傾向がある。男女別で
は女性が多い傾向がある。

※平成19年度調査から70代を別に集計


